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　もう20年もまえのことであったろうか，私は

当時京都大学工学部に籍を置いていたが，阪大

の山中教授のところで研究しておられたレーザ

ー・ビームが，超高層空間での自然観測に役に

立っかもと考えて，研究室を訪れたことがある。

わが国でのロケット観測が始ったばかりの頃で，

私どもはいろいろの手段を用いて，宇宙空間を

探査しようと模索していた。この計画は，その

ご，大きく進展する結果とはならなかったが……

山中研グループには，ロケット観測にも参加し

ていただいたし，地上からのエアロ・ゾル観測

に多くの人々がレーザーを利用するきっかけに

なった。

　そのころの山中研でのねらいは，レーザー・

ビームをっかった超高温研究にあったと記憶し

ているが，それがやがて核融合研究へと結びっ

いて，お忙しくなられたのであろう，私共とめ

付合いは絶えてしまっている。はからずも「レ

ーザー研究」に寄稿を依頼されて，昔を偲い出

し，まったくの専門外の私が貴重な紙面をいた

だく光栄に浴した奇縁にお許しを願って，日頃

私どもがめざしていることを述べさせていただ

きたい。

　ロケットなどの飛翔体による宇宙研究も漸く，

1／4世紀を迎え，新しい転機を迎えつつありま

す。この分野の進展は，ご存知のことと思いま

すので，ここでは書くっもりはありませんが，

日本では，ペンシル・ロケットからミューロケ

ットによる科学衛星観測に進み，国外でもアポ

ロ計画やスペースシャトル開発に発展しました・

この間，海外での事情は別にしましても，私共

の研究開発は自然科学研究にターゲットを置き，

基礎技術を滴養することに専念できたことは幸

福でもあったわけですが，それが今日を導いた

ものと自負もいたしております。新しい研究分

野の開拓には，緊密な理・工学の連繋プレーが

必要であり，これなくしては長期的な発展は望

み得ないと信じるようになりました。

　10～20年ぐらいさきのところに究極のターゲ

ットを置くこと，基礎研究を重視することは社

会環境や周囲の事情から，たいへん難しいこと

は誰にでもわかります。しかし，研究開発を成

功させるためにはどうしても必要なことです。

目前の事象にのみ判断の基準を置くだけでは十

分とはいえません。

　話は大きくなりますが，現在の地球社会は多
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くの困難な問題をかかえています。食糧やエネ

ルギー資源の澗渇，国際政治・経済上のコンフ

リクトに端を発する全面戦争の危機，これを加

速する人口の爆発的増加などです。これらは21

世紀を待っまでもなく，地球社会を訪れます。

これを回避し，限りない繁栄をはかる方策を考

・える時期はすでに来ています。対応方策にはい

ろいろのことが考えられるでしょうが，そのオ

プションの一つは，人類生活圏の宇宙空間への

拡大です。私はこれしかないと信じるようにな
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りました。

　20世紀後半にわれわれ人類が成遂げたすばら

しい科学技術の発展が，そのことを可能にして

くれます。宇宙での生活圏建設は，エネルギー，

資源，輸送・建設技術，投資コストなどの面か

らはもう想像を絶するようなものではないので

す。問題は社会の意志です。っまり，みんなが

そのターゲットを選ぶかどうかということでし

ょう。

一2一


